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クラシック音楽における芸術の空洞化（下）
―国際ピアノコンクール出場者の国籍の歴史的変遷を通じて―

青野　智子
猪飼　周平

Ⅳ．クラシックピアノ演奏家の空洞化現象は起きているのか

　かつて中村が主張したピアノ演奏家の「蛮族」化について、第２節では、①ピアノ生産のアジ
ア化、②クラシックピアノの中核地ドイツにおける国立大学の器楽・管弦楽科学生が留学生に置
き換わりつつあること、また、③代表的な国際ピアノコンクールでのドイツ人入賞者の減少から、
ドイツ人の演奏家の輩出が衰退していることを確認した。また第３節では、ショパン国際ピアノ
コンクールを始めとする４つの国際ピアノコンクールについて、いずれも、1980年代以降アジア
諸国からの本選出場者が急増し、2000年代以降は他の地域の出場者を圧倒してゆくという構図が
見出された。これは、本稿冒頭で整理した「蛮族」化を示す１）、２）の命題を支持する現象が
実際に起きていることを示している。
　ただし、冒頭でも述べたように、このようなピアノ演奏家のアジア諸国へのシフトが、芸術の
盛衰に対してどのような意義を有しているかを評価することは簡単ではない。クラシック音楽を
消費する文化が強固に残ったまま、ピアノ演奏家の輩出だけがアジアにシフトしている可能性が
あるからである。これは中村のいう「蛮族」化に最も近い状況であるように思われるが、この場
合は、芸術としてのクラシック音楽自体が、その発祥地＝中核地から空洞化してきているとはい
えないだろう。空洞化が実際に起きつつあるかどうかを確認するためには、クラシック音楽の発
祥地＝中核地におけるクラシック音楽の消費動向を確認する必要があろう。
   以下では、第２節と同様、クラシック音楽の発祥地＝中核地の一つとしてドイツを取り上げて
検討する。まずドイツ国内の録音音楽の購買者の動向を確認しよう。
   ドイツでも2018年以降、音楽の購買はストリーミングのサブスクリプションサービスを介する
ものが急速に普及してきている。これは音楽の購買行動に大きな影響を与えていると考えられる。
そこで、以下では主に2017年までのデータに依拠して、ドイツのクラシック音楽の購買層の動向
を確認する。
   ドイツ国内の音楽レーベルや音楽関連会社が加盟する業界団体である連邦音楽産業協会の集計
によると、1990年代以降のドイツの録音音楽（レコード、カセットテープ、CD など）の購買者
のうち、クラシック音楽の購買層は人口の高齢化の速度を超えて、年々高齢化していることがわ
かる（図１）。興味深いことに、ロックやポップは、クラシックよりも急速にリスナーが高齢化し
てきている。これらのジャンルはいわゆる流行り廃りがあることが当然と考えられているジャン
ルである。クラシック音楽はロックやポップよりは緩慢に廃れつつあるということかもしれない。
　また、図２（１）が示すように、録音音楽全体に占めるクラシック音楽のシェアも年々減少して
いる。1999〜2018年の期間にシェアは8.7％からわずか2.6% になった。これらのグラフが示すよ

24-08-213　001　青野・猪狩論文-本文下.indd   2724-08-213　001　青野・猪狩論文-本文下.indd   27 2025/03/26   14:57:132025/03/26   14:57:13



－ 28 －

クラシック音楽における芸術の空洞化（下）　青野　智子　猪飼　周平

うに、録音音楽の購買行動からみると、ドイツのクラシック音楽愛好家は単に高齢化しているだ
けでなく、その数もかなり減らしてきている可能性があるといえよう。少なくとも、録音音楽を
聴く場合、ジャンルとしてのクラシック音楽の重要性は下がってきていると言える。

図１

図２
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　次に、クラシック音楽のコンサートに出かける頻度を確認しよう。 ドイツの文化研究センター
がドイツオーケストラ協会と共同で行なった2011年の調査（図３）によると、そもそもコンサー
トの観客は時代による増減がある。 1980年代は観客が増加傾向にありその後緩やかに減少して
いる。この間クラシック音楽の観客についてみると、コンサートへの参加者が全体として減少傾
向にある1990年代以降も減っていないようにみえる。しかし、同時期のクラシックコンサートと
オペラ観客の年代別のデータを分析した Keuchel と Mertens によると、この間のクラシックコ
ンサートの観客が維持されていたのは、65歳以上の高齢者がより積極的に出かけるようになった
ためで、その下の年齢層では概ね減少傾向にある（図４）。これらを総合すると、クラシック音
楽のコンサートに出かける頻度はここ20年であまり減少してきていないが、その背景には、若者
のクラシックコンサート離れを補う形で、高齢者がクラシック音楽のコンサートに出かける頻度
を上げていることがあることがわかる。
　同じ動向は、より長期的な傾向としても確認できる。Reuband によると、ドイツ（旧西ドイツ）
におけるクラシックコンサートとオペラコンサートの参加の仕方には、1972年と2016年との間で
大きな違いがあるという。すなわち、1972年においては高齢者よりも若者の方が、クラシック、
オペラともにコンサートへの参加率は高かったが、2016年にはこの傾向が逆転し、クラシック、
オペラともに高齢者の方が参加率が高くなっている（表１）（２）。
　1996年から2016年の世論調査会社の調査においても、ドイツ国内でクラシック音楽を聴くこと
を「とても好き」「好き」と回答した人の割合を見ると（図５）、より高齢になるほど高い割合と
なっており、若年層でのクラシック音楽に対する態度はより冷めたものとなってきているといえ
る（３）。

図３
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図４

表１
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　このようないわゆる観客の「白髪化」によるクラシック音楽の危機という認識は、ドイツ国内
でも広く共有されているといえよう（４）。2005年に発表されたある予測では、何も対策を講じな
いならば、2032年までに生のクラシック音楽への需要は36％減少するとされ（５）ドイツ国内で議
論となった。このような危機意識は1990年代以降、多くのオーケストラやコンサートホールにお
いて、観客層の拡大や養成を目指す教育プログラムの導入を促進することにも貢献している（６）。
ただ、上記の諸統計は、これらの取り組みがドイツのクラシック音楽の高齢化に対して強力な歯
止めとはなっていないことを示唆している。
　また近年のクラシック演奏会観客の予測を行った Neuhoff らの研究でも同様の結果が得られ
ている。すなわち、今後しばらくは人口の多い戦後ベビーブーマー世代（1955〜1971年生まれ）
が観客層のコアとなるために、たとえ参加率が減少しても観客数は著しく減少しないが、2020-
2025年ごろをピークとしてベビーブーマーが観客としてほぼ引退する2020年代末以降は、ドイツ
国内のクラシック音楽観客数は急激に減少に転じるだろうとされている（７）。この分析が正しけ
れば、図14にみるように、1993/94年をピークに減少の一途を辿ってきたようにみえるクラシッ
ク音楽観客が、2000年代初頭以降は減少が食い止められたかのようにみえるものの、今後の減少
は避けられないということになろう。
　これらを総合すると、ここ20年のクラシック音楽のコンサートへの参加は、全体としては目立っ
て減少はしていないが、それは人口の多い高齢者層がよりクラシック音楽のコンサートに出かけ
るようになったことで需要が下支えられているために、見かけ上ドイツにおけるクラシック音楽
の衰退が食い止められているようにみえるためである。Trondle が「コンサートであれ、オペラ、
室内楽であれ、美学的・社会的制度としてのクラシック音楽が、社会との接点を失ってしまって
いることは、今や共通の知識である」（８）と述べたように、クラシック音楽は、クラシック音楽

図５
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を生み出し、その中核であり続けてきたドイツおよびドイツ語圏においても、たしかに衰退への
道を進んでいるということができよう。
　なお、ドイツ以外の欧州諸国については、本稿において充分な検討を与える余裕はないが、
EU の2001年の調査によると、EU 諸国におけるクラシック音楽視聴（ラジオ・TV・CD・PC 等
で）の割合は多様であるものの、いずれの国においても年齢層が下がるにしたがって、クラシッ
ク音楽の視聴は減少している（表２）（９）。  
　ドイツはクラシック音楽が一種の土着音楽の一つとして人びとの日常生活に根付いており、「さ
すが本場は違う」と日本人演奏家たちから羨望の眼差しで見られてきた。（10） 実際、「全世界の主
要オーケストラの約４分の１が、ドイツ国内に存在している」「オペラ公演の三分の１がドイツ
国内で行われている」といった、「音楽の国ドイツ」を語るエピソードには事欠かない（11）。東西
統一後に減ったものの、現在ドイツには129のオーケストラが存在しており、これは日本の25と
比べると圧倒的に多く、上記のように日本人演奏家たちが嘆息するのも無理はない（12）。  だが、
そのドイツにおいても演奏家レベルでも観客レベルでも、確かにクラシック音楽は衰退しつつあ
るのである。

表２
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Ⅴ．結語

　ここまでの検討で明らかになったことは次のことである。１）ドイツ国内において、クラシッ
クピアノ演奏家の養成は衰退している、２）少なくともトップランクのピアノ演奏家の輩出はア
ジアにシフトしてきている、３）ドイツ国内で相対的に若い層からクラシック音楽離れが起きて
おり、これはすでに録音音楽の購買行動として表面化しており、コンサートの観客も高齢化が進
んでいるため、近い将来大きく減少することが予測できる状況にあることである。
　中村紘子は、その鋭い洞察によって１）、２）が進行していることを看取していた。だが、現
実に起きつつあることは中村の観察を越えるものであるといわなければならない。中村のいう「蛮
族」化はサッカーのプレミアリーグやテニスのウィンブルドンのように、芸術の「本場」の人び
とが、アジア人演奏家に依存する形で、クラシック音楽を享受することを意味していた。だが、
現実にはその「本場」であるドイツにおいて、文化を支えるうえでもっとも土台となる観客のレ
ベルでクラシック音楽が衰退してきていたのである。
　筆者が検討してきたのは、クラシックピアノの領域のみであるが、すこし事態を敷衍するなら
ば次のようなことが起きている可能性を想像することができるだろう。すなわち、19世紀にドイ
ツなど西欧諸国において、権威を確立した芸術は、その評価基準を世界中に伝播させていったが、
肝心の中核地においてすでにその権威は衰退し、ドーナツのような中空構造になりつつあるので
はないか。そして、いうまでもなく中核を失ってしまえば、芸術という文化現象が、普遍的なも
のではなく、歴史的な事象の一つであるということがより顕になるのではないか。
   ただ、本稿が示唆するように、今日の芸術が中空構造になりつつあるとする場合、周縁部につ
いては何が起きていると理解すべきなのだろうか。この点は本稿で検討できる範囲を越えるもの
であり、確たることを言うには今後の研究の進展を俟つ必要があるが、この論点での研究の進展
のために、最後にこの点についてコメントしておくことにも一定の意義があるだろう。本論でも
述べたように、すでに日本でも「芸術」という用語を忌避する傾向がみられるようになってきて
いる一方で、井手口（2022）のように、社会生活基本調査の分析から、日本の若年層がクラシッ
クコンサートに出かける頻度が減っていないと結論付ける研究も現れている。その意味では、日
本における芸術の衰退傾向の是非は引き続き検討されるべき課題であろう。
   加えて、そもそも、日本において芸術は一度でも根付いたことがあるのか、という根本的な問
いも有効であろう。舞台芸術に関する限り、日本では、専用劇場は相対的に少なく、プロフェッ
ショナルなオーケストラ、オペラ劇団、バレエ団も少ない。いわゆる「蛮族」化の背景には日本
のクラシック音楽のマーケットの小ささも関係している。他方で、アマチュアやセミプロによる

「コンサート」は非常に多く開催されている。井手口はコンサートに出かける頻度は減っていな
いと結論しているが、出かける先には上記のような発表会的な「コンサート」も多く含まれてい
ると考えられる（15）。とするなら、一つの仮説として次のようなものを考えることができよう。
すなわち、日本においては、ピアノを演奏する裾野は大きいためにエリート演奏家も多く輩出さ
れている。その一方で、日本国内のクラシック音楽を日常的に楽しむ文化的素地は希薄であるた
めにマーケット自体は小さい、と。
   これらの論点が明らかになるとき、芸術における中空構造が、芸術および文化政策にどのよう
な意義を有しているのかも明らかになるといえよう。
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注

（１）　ジャンル別の録音音楽売り上げ実額のデータがあることが望ましいが、連邦音楽産業協会の公表している

データがシェアのみであるため、ここではシェアのみの提示にとどまっているということを断っておく。

（２）　Reuband 2018. 

（３）　Mende und Neuwöhner 2006; Hamann 2011等においても同様の傾向がみられる。また、図５においては

明瞭に示されているわけではないが、一般的に、音楽の好みは年齢ではなく年代コーホートの影響が強いと

されており（Reuband 2005; 2009; 2020; Hamann 2005; 2011）、現在の若年層が加齢とともにクラシック音楽

への好みを増大させることは考えられにくいとされている。（Gembris and Menze 2018, 311-318; Hamann, 

2008; 2011; Reuband 2018; 2019）。

（４）　同様の危機感は、特に2010年代以降、地方財政の悪化のなかで各都市の文化予算が問題となるなかで、ド

イツ国内のみならずドイツ語圏においてもひろく共有されている。「洗練された芸術形式を市場の影響から

守るためには、州政府は公立劇場への支援をおこなうべきであるという考えは長らく自明視されてきたが、

もはやそれのみでは、正当性の神話としては十分ではないようだ。」（Mandel 2022, 17）。他にも Noltze 

2013; Heinen 2013, 9-10, 13, 22-23; Nesemann und Burghardt 2021; Scherz-Schade 2022等を参照。

（５）　Hamann 2005. 17

（６）　Toelle 2024, 198.

（７）　Neuhoff 2008, 22-23；Neuhoff und Pecschens 2012, 12.

（８）　Trondle2011, 9.

（９）　2021年にオランダのマーストリヒト大学で行われたシンポジウム「クラシック音楽の未来を創生する」で

の成果を紹介する Thomas and Peters 2024は、以下のような危機感を表明している「クラシック音楽に未

来はあるだろうか？（略）これらのビジョンに共通しているのは、その未来には重大な挑戦が伴うことを前

提としている点である。未来はクラシック音楽に訪れようとしており、しっかりと準備しなくてはならない」

（Thomas and Peters 2024, 1）。

（10）もちろんこのような「音楽の国ドイツ」というナショナルイメージは、当初イタリアやフランス等と比べ

て文化的に「後進国」とされたドイツが、市民社会と国民国家の成立の過程を経るなかで19世紀に確立され

たものである。教養や崇拝の対象としての「芸術」であるクラシック音楽を、コンサートホールにおける演

奏会を通じて普及するドイツのクラシック音楽の制度は、19世紀以降に確立した（宮本2006; 吉田2013）。こ

れは、ヨーロッパにおける芸術概念の成立過程とも関連しており、松本によるとドイツの「音楽の国」とし

てのイメージは楽器としての近代ピアノの誕生とも深く結びついているという（松本2012）。また「音楽の

国ドイツ」のイメージがどのように日本に定着したのか等も重要な論点ではあるが、そのようにして歴史的

に成立した芸術概念の衰退を検証するのが本稿の目的であるため、本稿では扱わない。

（11）Mertens 2018, 5–6; Noltze 2013, 66/1749.
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（12）Deutsches Musikinformationszentrum 2022; 日本オーケストラ連盟 2021, 150-151.

（13）日本における「発表会」を中心としたアマチュアによる文化活動については、宮入編著2015等を参照。
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